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私はペルーに来て 41 年、会社
は 1984 年に始めたのでちょうど
35 年である。ほとんど日本人な
ど来なかった時代である。それに
比べると今は隔世の感がある。そ
こで今回上記のテーマで私が今ま
で感じてきたこと、思っているこ
とをこの場をお借りして記してみ
たいと思う。

私は日本人なのでどうしてもそ
の目線で見てしまうが、子供の時
からラテンアメリカというとアフ
リカと並び未開の大陸というイ
メージが強く、観光に行くなどと
は考えもしなかったことである。
ただ覚えているのは、1960 年代
確か私が小学校の 2、3 年生の時、
公務員をしている父が親戚に会い
にペルーに行くといったとき母は
大反対したものだった。結局父は
強引にペルーに向かったが、母は
私たち兄弟にこれが最後の別れに
なると言ったのを覚えている。

そういう記憶があるほど自分や
当時の日本人にはそこに行くとは
ほとんどの人が考えなかっただろ
う。そこにいろいろな経緯を経て、
結局旅行業に携わることになる。

日本の 3 倍以上の土地に時間の
ゆっくりした流れ、人生を精一杯
楽しむ。当時の仕事がすべての日
本人には考えられないような社会
であったが、価値観の違いであろ
う。家族や、親戚を大事にして、
みなで助け合う。当時の日本の競
争社会とは全く対角線上の生活様

式である。
これからペルーに観光に来られ

る方もいると思うが、ガイドブッ
クや Web のみの情報で動かず、
こういう生活もまたあると角度を
変えて見てもらいたいと思う。つ
まり、観光とは自分の日常や培っ
てきた価値観を見直し、よいとこ
ろは取り入れ悪いところは反省す
るために最も適した行動と考える。

手前みそになるが、欧州、米国
などは概ね基本的に日本と変わら
ない。広大な大陸に 50 近い国の
ある南米大陸、しかしブラジルを
除きすべて言語はスペイン語。宗
教はカトリックである。アジアや
欧州では考えられない。その南米
のゲートウェイで最も観光資源の
あるのがペルーである。その変遷
を探ってみよう。

観光はペルーにおいて鉱業、農
業に続く第 3 の産業である。私が
旅行業を始めたころは、まだまだ
ブラジル、アルゼンチンが観光の

中心でマチュピチュ訪問者も多く
なく、治安の問題もあり伸び悩ん
でいた。

ただ 1990 年代後半から、イン
ターネットの出現と LCC（格安
航空会社）が台頭して、旅行業界
は利益がどんどん減少していき、
何とかパッケージツアーを適正価
格で販売ができる魅力のあるマー
ケットを探し始めた。そこで世界
中の旅行業界が注目したのが、マ
チュピチュを擁するペルーであ
る。欧米やアジアから遠いが、多
くの遺跡と北半球と全く違った文
化を持ち人々を魅了できるが、一
方なかなか言葉の問題などあり、
個人やネットだけでは心もとな
い。しかし、世界の観光業界が注
目し 2000 年以降、ペルー観光は
上昇の一途をたどり、世界に名だ
たる観光国となっていったのは皆
さんもご存知のとおりである。

それにともない近代的なホテル
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も多く出現し、今はホテルの建設
ラッシュで、世界的な大手チェー
ンホテルはほとんどペルーに進出
してきている。ウェスティン、マ
リオット、ヒルトン、ハイヤット
等々。また、ルイヴィトンまでが、
世界で初めてペルーでホテル業に
進出してきた。それとともに、日
本からも 2000 年以降、どんどん
観光客も増えて増加の一途をた
どった。クスコのホテルの 4 星以
上の宿泊客の 30% が日本人とい
われた時代である。

ところが最近ちょっと様子が変
わってきている。ペルー政府観光
局の統計のごとく、日本からの観
光客は最近下降気味である。日本
人が最近外に出なくなったと聞い
て久しい。その一環でもあろう。

私も所用で年に 1、2 回日本に
行くが、相変わらず便利で、安全
である。ただ何かすべてが、順調
に進みありがたいが、何かインパ
クトが不足しているような気がし
てならない。一度全く違う環境に
自分を置いてみるのもよいと思う。

ペルーは日系人も多く親日的な

国である。マニュアル通りではな
く、本当にありがとう（Gracias!）
と心の底から言ってくれる国であ
る。是非これを体験してほしい。
皆笑顔が美しい。電車の中でス
マートフォンを見たり居眠りする
より、緩やかな時間の流れの中に
身を置いて、ペルーは人生楽しめ
るところである。是非他のアジア
諸国から増えた訪日観光客のよう
に、見知らぬ国をもっと見たいと
いう気持ちになってほしい。

ペルーへは、この統計には出て
いないが、中国以外にアジア諸国
は増加している。また、近隣諸国
も増加していたが、最近チリやボ
リビア、アルゼンチン、コロンビ
アなどが、政治情勢が不安定のた
め今後は減少していくと予想され
ている。ただ、それでも南米にお
ける観光国のトップの座は揺るが
ない、今のところではあるが。観
光業界もグローバル化の波は止め
られず、世界各国が観光誘致を促
進しているため、ペルーも安閑と
してはいられない。最近伸び率は
鈍化していることは業界の中でし

ばしば話題になっている。

各国との競争が激化してきたの
に加え、ペルーではホテルや航空
会社などは整備されてきたもの
の、ソフト面でまだまだ劣ると私
は考える。また、リマの空港の拡
張が遅れており、新規航空会社が
なかなか入れない。チリ、ブラジ
ルに完全に後れを取っている。サ
テライトなどが足りず、航空機の
乗り降りにバスが利用されること
も多く時間を要して、結構イライ
ラする。そのため飛行機の遅れな
どが目立ち、観光客にとっては時
間が気になり心配になることも少
なくない。

アマゾンのジャングル、ナスカ
の地上絵、新たな北部チャチャポ
ヤスのクエラップ遺跡など、魅力
十分なのだが、やはり人々の多く
はマチュピチュを目指して来る。
そのため飛行機が遅れるとマチュ
ピチュ行きの汽車の時間に間に合
わなくなるなど、変更が生じたり
して大変である。そのマチュピ

ペルーへの主要国別観光客数　（出所：PROMPERU（ペルー政府観光局）

世界一高地にある大湖 チチカカ湖での葦舟に乗っての浮き島巡り

いまマチュピチュに次ぐ観光スポットとなるペルー北部チャ
チャポヤスのクエラップ遺跡
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チュが雨季（12 月から 3 月）に
なると土砂崩れが起こり、鉄道が
運休することもしばしばある。こ
れは 2000 年以降あまり改善され
ていない。多くの観光客がマチュ
ピチュに行けず残念な思いをして
帰っていくと、悪影響が出るのは
必須である。以前より政府観光局
にこの件については警笛を鳴らし
てきたが、いまだ改善はされてい
ない。今後、観光立国として他国
との競争に勝つためにはこれらの
改善は急務である。

そこで私案であるが、クスコか
らマチュピチュは約 120km、そ
こを電車で行く。現在 80km まで
道路が整備されている。あと残り
40km の道路を整備すれば、バス・
車ですべて行けるようになる。鉄
道会社との契約などもあり難しい
問題もあるが、技術的には難しく
ない。そして日本のハイブリッド
のバスで往復出来るようにすれ
ば、より早く、安く、確実にマチュ
ピチュを見に行けるようになる。
この案も何度か観光局に出してい

る。日本の最高技術の車を、世界
中の観光客に知ってもらうチャン
スでもある。そうすることで日本
人観光客が再度ペルーに多く来て
もらい、ペルーの人々とふれあい、
日本の技術を再確認して世界的な
遺跡を楽しんでもらいたいと願っ
ている。

話は変わるが、ペルーのもう 1
つの目玉は食である。8 年連続グ
ルメ観光立国世界一に輝いてい
る。私が来た 1980 年代、本当に
食は貧しいものであったが、海、
山、ジャングルに豊富な食材があ
り、1990 年代にペルーのシェフ
がこぞってその食材を使い、新し
い料理を開発して、今では「世界
のレストラン ベスト 50 2019 年」
に入ったレストランがペルーで 2
店あり、「ラテンアメリカのレス
トラン ベスト 50」には 11 店も
入っている。近年近隣諸国はじめ
欧米からも、このグルメレストラ
ンに行くことを目的とした観光客
も多く訪れている。

それと同時に我々日本人にとっ
て親近感をもてるのは、これらの

ベストレストランの多くは日本、
およびニッケイの食品を多く使
い、自分でアレンジした美味しい
料理を出していることである。み
そ、しょうゆ、みりん、ポン酢な
どが、多くペルー料理に使われ、
良い味を出しているのは嬉しいこ
とである。グルメツアーバスも運
行しており、人気を呼んでいる。

このように、良い意味でもまた
その逆でも、観光立国ペルーは曲
がり角に来ている。今後マチュピ
チュを軸に食、おもてなし（日本
のノウハウ導入）などを取り入れ、
世界にトータル面で引けを取らな
い観光大国になることを願ってや
まない。

　
以上簡単ながら、ペルーに長く

住み、観光業に携わる者として意
見を述べさせて頂く機会を与えて
いただき感謝する次第である。

ペルーは気候も良く、特にリマ
の気温は暑い時でも 30 度に届か
ず寒い時でも 10 度以下にはなら
ない。雨も降らない、資源も豊富
である。ゆえに過ごしやすい。そ
のせいか人々は結構楽天的で、今
日あることは明日もあると思って
いる傾向がある。世界は日々動い
ている、ゆえに少々辛口のペルー
観光の紹介になってしまったが、
ペルーを愛するがゆえであるでお
許し願いたい。

（つむら みつゆき　MICKEY TOUR 社長、

日秘商工会議所理事・観光委員長）

いまや美食ペルーを代表するレストラン“MAI
DO”のミツハル津村オーナーシェフ。
 「2019 年 ラテンアメリカベストレストラン 50」
で 1位受賞

ペルーの代表的な観光スポット　マチュピチュ

マチュピチュへの唯一の交通機関の鉄道


